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1 末広地域のまちづくりの地域目標

地域住民が安心して生活できる安全な住環境を目指したまちづくり

2 解決すべき地域課題

■ 福祉，子育て，健康づくり，地域の支え合いの強化

・高齢者の独り暮らし世帯の増加

～高齢者の見守りに関する各地区担当者間の意見交換の場

の設置「末広見守りネットワーク」 （①）

■ 教育，文化，スポーツ振興

・子どもたちが交流したり活動したりできる場の不足

～末広ふれあいスポーツクラブ子どもの居場所づくり事業 （②）

■ 基本的な生活環境の確保，環境保全，事故・犯罪の防止，防災

・交通安全意識の向上（継続した啓発が必要）

～秋の交通安全運動における街頭啓発活動 （③）

～生活道路等での交通安全啓発のぼりの掲示 （③）

■ 郷土愛や誇りの醸成・コミュニティ活性化（世代間交流）

・地域の活動団体の情報共有

～末広地域活動団体ＰＲ事業の実施 （④）
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3 令和７年度事業計画（包括型まちづくり補助金事業）

末広地域の課題解決に向けて，令和７年度に取り組む事業は，次のとおりとする。

【 事業計画 】

※詳細は別紙のとおり。

【 包括型まちづくり補助金事業（令和３年度～） 】

各事業の実施に当たり，包括型まちづくり補助金事業を活用する。

なお，令和３年度に全体計画及び事業調整を担う組織として設置した『末広まちづ

くり連絡会』に換えて，令和７年度からは同機能を有する『末広まちづくり実行委員

会』によるものとする。

実施時期 事業名 実施団体 実施内容
事業費

（うち補助金）

４月～３月
末広地域

交通安全対策事業

末広地域交通

安全対策実行

委員会

末広地域の住民組織が連携

し，交通安全意識の高揚を

図るため，のぼり旗の掲示

及び街頭啓発活動を行う。

※地域課題③に対応

９０千円

（９０千円）

４月～３月
末広地域

活動団体ＰＲ事業

末広まちづく

り実行委員会

末広地域で活動する各種団

体の取組等を紹介するチラ

シを作成し、広く地域住民

に紹介する。

※地域課題④に対応

５０千円

（５０千円）

４月～３月

末広ふれあいスポーツ

クラブ子どもの居場所

づくり事業

末広ふれあい

スポーツクラ

ブ

放課後の子どもたちが安全

に過ごせる居場所として，

学習支援と運動の機会を提

供する。

※地域課題②に対応

２５７千円

（１５０千円）

４月～３月
末広見守りネットワー

ク担い手連携事業

末広見守りネ

ットワーク実

行委員会

見守り活動を行う様々な団

体の連携を高めるため，各

団体と専門職による，情報

共有，意見交換の機会を提

供する。

※地域課題①に対応

３０千円

（３０千円）

計４事業
４２７千円

（３２０千円）



3

末広まちづくり実行委員会規約

（名称）

第１条 本会は，「末広まちづくり実行委員会」（以下「会」という。）と称する。

（目的）

第２条 会は，末広まちづくり推進協議会（以下「協議会」という。）の所管区域にお

いて，協議会の意見を踏まえた地域の活動計画（以下「活動計画」という。）に基づ

いたまちづくりを推進するため，関係団体との連携・調整を行うとともに，活動に基

づいたまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）

第３条 会は，前条の目的を達成するための連携・調整とともに事業を実施する。

（組織）

第４条 会の委員は，次に掲げる者で構成する。

⑴ 活動計画に基づく，各種事業に関係する団体の長又は団体に属する者

⑵ 会により特に参加を認められた者

（役員の選任）

第５条 会に次の役員を置く。

⑴ 委員長 １名

⑵ 副委員長 １名以上

⑶ 会計 １名以上

⑷ 監査 １名以上

⑸ 上記⑴から⑷の役員のほか，必要に応じて別途役員を置くことができる。

２ 役員の選出は，次のとおりとする。

⑴ 委員長は，委員の互選により選出する。

⑵ 副委員長及びその他の委員長以外の役員は，委員長の指名により選任する。

（役員の職務）

第６条 委員長は，会を代表し，会務を総括する。

２ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，その職務を代行する。

３ 会計は，会の会計を担当する。

４ 監査は，会の会計を監査する。

５ 第５条第１項により設置された役員の職務は，委員長が別途定める。
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（役員の任期）

第７条 役員の任期は，選任の日の属する年度の末日までとする。ただし，再任を妨げ

ない。

２ 補欠により就任した役員の任期は，前任者の残任期間とする。

（会議）

第８条 会議の招集は，委員長が行う。

２ 会議は，委員の過半数以上の出席をもって成立する。ただし，やむを得ないときは，

委任状または委員長が認める代理の者により出席に代えることができる。

３ 議事の決定は，出席総数の過半数以上をもって成立する。

４ 必要に応じて，随時，役員会を開催することが出来る。

（経費）

第９条 会の運営に要する経費は，補助金，助成金，その他の収入をもって充てる。

（会計年度）

第 10 条 会の会計年度は，４月１日から翌年３月３１日又は当該年度の事業完了の日

までとする。

（事務所）

第 11 条 会の事務所は，委員長宅に置く。

（補則）

第 12 条 この規約に定めるもののほか，必要な事項は，委員長が別に定める。

附 則

１ この規約は，平成 29 年 7月 26 日から施行する。

２ 会の初年度の会計年度は，第 10 条の規定にかかわらず，会の設立した日から当該

年度の事業完了の日までとする。

３ 令和 3年度に設置した末広まちづくり連絡会を廃止し，事業を実施するとともに，

連絡会が担っていた機能を担うものとしたことから，必要な修正を行ったので令和

7年 4月 1日から施行する。



（５０音順・敬称略）

No. 役　職 所　属　団　体　等

1 泉川　仁美 末広まちづくり推進協議会

2 副委員長 加藤　巌
末広中央地区社会福祉協議会
（末広まちづくり推進協議会）

3 坂田　幸親
旭川市中学校長会（旭川市立広陵中学校）
（末広まちづくり推進協議会）

4 柴田　恵美子
末広地区民生委員児童委員協議会
（末広まちづくり推進協議会）

5 会　計 清水　典夫
末広地区市民委員会
（末広まちづくり推進協議会）

6 正部川　恵智子
末広地区社会福祉協議会
（末広まちづくり推進協議会）

7 菅沼　健二
末広すずかげ商友会
（末広まちづくり推進協議会）

8 田畑　姫都美
末広中央地区女性防火クラブ
（末広まちづくり推進協議会）

9 中山　修
旭川市消防団（第２６分団）
（末広まちづくり推進協議会）

10 早川　隆子 末広まちづくり推進協議会

11 前川　正志
新末広地区老人連合協議会
（末広まちづくり推進協議会）

12 委員長 村田　明光
末広東地区市民委員会
（末広まちづくり推進協議会）

13 監　査 柳澤　信子 末広まちづくり推進協議会

14 渡瀬　千代美
末広・東鷹栖地域包括支援センター
（末広まちづくり推進協議会）

※役職～委員長，副委員長，監査，会計　　役職については今後調整

末広まちづくり実行委員会　委員名簿

氏　名

5
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様式第１号－２（第６条関係）

令和７年度地域まちづくり推進事業実施計画書

１ 事業実施者 団 体 名 末広まちづくり実行委員会

２ 事業の名称 末広まちづくり推進事業

３ 事業の目的

※地域課題など

末広まちづくり推進協議会の意見が反映された各種事業（以下「各種事業」という。）

を総括・事業調整し，多様化する地域課題に柔軟に対応しながら事業を実施し，地域

内の連携を促進，地域力の向上を図る。

４ 事 業 内 容

末広地域活動計画に基づき，末広地域の各実施団体により，次のとおり，各種事業

を実施する。

１ 末広地域活動計画に基づく事業（４事業）

⑴ 末広地域交通安全対策事業

（実施団体 末広地域交通安全対策実行委員会）

⑵ 末広地域活動団体ＰＲ事業

（実施団体 末広まちづくり実行委員会）

⑶ 末広ふれあいスポーツクラブ子どもの居場所づくり事業

（実施団体 末広ふれあいスポーツクラブ）

⑷ 末広見守りネットワーク担い手連携事業

（実施団体 末広見守りネットワーク実行委員会）

※事業ごとの詳細は，別紙計画書類のとおり。

５ 事 業 期 間 令和７年４月１日から 令和８年３月３１日まで



様式第１号－３（第６条関係）

１　収入の部 （単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

※事業ごとの詳細は，別紙計画書類のとおり。

　収　支　予　算　書（令和７年度）

事業の名称 末広まちづくり推進事業

団体名 末広まちづくり実行委員会

科　目 予算額 収入内訳

補助金 320,000

旭川市地域まちづくり推進事業補助金
（包括型まちづくり事業補助金）

　⑴　末広地域交通安全対策事業　　　　　　 90,000円
　⑵　末広地域活動団体ＰＲ事業　　　　　 　50,000円
　⑶　末広ふれあいスポーツクラブ
　　　子どもの居場所づくり事業　　　　　　150,000円
　⑷　末広見守りネットワーク
　　　担い手連携事業　　　　　　　　　　　 30,000円

参加費 20,000
　⑶　末広ふれあいスポーツクラブ
　　　子どもの居場所づくり事業　　　　　　 20,000円

負担金 86,800
　⑶　末広ふれあいスポーツクラブ
　　　子どもの居場所づくり事業　 　　　　　86,800円

合　計 426,800

科　目 予算額
左のうち

補助対象経費
支出内訳

※ 90,000 90,000 　⑴　末広地域交通安全対策事業

※ 50,000 50,000 　⑵　末広地域活動団体ＰＲ事業

※ 256,800 256,800
　⑶　末広ふれあいスポーツクラブ
　　　子どもの居場所づくり事業

※ 30,000 30,000
　⑷　末広見守りネットワーク
　　　担い手連携事業

合　計 426,800 426,800

7
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末広地域交通安全対策実行委員会

・規約

・名簿

・末広地域交通安全対策事業

（事業実施計画書，収支予算書）
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末広地域交通安全対策実行委員会規約

（名称）

第１条 本会は，「末広地域交通安全対策実行委員会」（以下「会」という。）と称する。

（目的）

第２条 会は，末広まちづくり推進協議会（以下「協議会」という。）の所管区域にお

いて，協議会の意見を踏まえた地域の活動計画（以下「活動計画」という。）に基づ

いたまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）

第３条 会は，前条の目的を達成するための事業を実施する。

（組織）

第４条 会の委員は，次に掲げる者で構成する。

⑴ 協議会委員のうち，実行委員会会長から指名を受けた者

⑵ 活動計画に基づく，各種事業に関係する団体の長又は団体に属する者

⑶ 会により特に参加を認められた者

（役員の選任）

第５条 会に次の役員を置く。

⑴ 委員長 １名

⑵ 副委員長 １名以上

⑶ 会計 １名以上

⑷ 監査 １名以上

⑸ 上記⑴から⑷の役員のほか，必要に応じて別途役員を置くことができる。

２ 役員の選出は，次のとおりとする。

⑴ 委員長は，委員の互選により選出する。

⑵ 副委員長及びその他の委員長以外の役員は，委員長の指名により選任する。

（役員の職務）

第６条 委員長は，会を代表し，会務を総括する。

２ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，その職務を代行する。

３ 会計は，会の会計を担当する。

４ 監査は，会の会計を監査する。

５ 第５条第１項により設置された役員の職務は，委員長が別途定める。



10

（役員の任期）

第７条 役員の任期は，選任の日の属する年度の末日までとする。ただし，再任を妨げ

ない。

２ 補欠により就任した役員の任期は，前任者の残任期間とする。

（会議）

第８条 会議は，実行委員会及び役員会とする。

２ 会議は，委員長が招集する。

３ 会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。ただし，やむを得ないときは，委

任状または委員長が認める代理の者により出席に代えることができる。

４ 会議の進行は，委員長が務める。

５ 議事の決定は，出席総数の過半数をもって成立する。

６ 実行委員会は，規約，事業計画，予算，事業報告，決算その他重要な事項を審議決

定する。

７ 実行委員会のほか，必要な事項を協議決定するため，随時，役員会を開くことがで

きる。

（経費）

第９条 会の運営に要する経費は，補助金，助成金，寄附金，その他の収入をもって充

てる。

（会計年度）

第10 条 会の会計年度は，４月１日から翌年３月31 日又は当該年度の事業完了の日ま

でとする。

（事務所）

第11 条 会の事務所は，委員長宅に置く。

（補則）

第12 条 この規約に定めるもののほか，会の運営に必要な事項は，委員長が別に定め

る。

附 則

１ この会則は，令和 7年 4月 1日から施行する。

２ 会の初年度の会計年度は，第10 条の規定にかかわらず，会の設立した日から翌年

の３月31 日又は当該年度の事業完了の日までとする。



　

（５０音順・敬称略）

No. 役　職 所　属　団　体　等

1 会計 大西　文夫
末広東地区市民委員会　交通部長
（末広東地区　東水穂町内会）　

2 委員長 加藤　巌
末広中央地区市民委員会　会長
（末広まちづくり推進協議会）

3 酒井　潤一
末広中央地区市民委員会　交通安全部
（末広中央地区　一親町内会）　

4 副委員長 清水　典夫
末広地区市民委員会　会長　
（末広まちづくり推進協議会）

5 村田　明光
末広東地区市民委員会　副会長
（末広まちづくり推進協議会）

6 監査 山本　幸三
末広地区市民委員会　交通部長　
（末広地区　親交町内会会長）

7

8

9

10

※役職～委員長、副委員長、監査、会計　　役職については今後調整

末広地域交通安全対策実行委員会　委員名簿

氏　名

11
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様式第１号－２（第６条関係）

地域まちづくり推進事業実施計画書（令和7年度）

１ 事業実施者 団 体 名 末広地域交通安全対策実行委員会

２ 事業の名称 末広地域交通安全対策事業

３ 事業の目的

※地域課題など

末広地域には国道１２号，４０号，道道環状１号線が通り，交通量が多い地域であ

るため，平成２６年度から地域における交通事故防止を呼びかける取組を継続して行

ってきた。

引き続き，末広３地区（末広中央，末広，末広東地区）における住民組織が連携し，

交通安全意識の更なる高揚を図っていく必要があることから，末広地域交通安全対策

事業を実施する。

４ 事 業 内 容

１ 末広３地区における「交通安全啓発のぼり」の一斉掲示

⑴ 実施内容

末広３地区市民委員会・町内会が連携し，地域全体で一斉に交通安全を呼び

かける「のぼり旗」を掲示する。

⑵ 実施時期

・秋の交通安全運動期間（９／２１～３０）

・小中学校の始業式等に合わせた期間（１０日間程度）

⑶ のぼり旗及びポール購入

・経年により破損したのぼり旗等の交換に対応

２ 主要道路における街頭啓発活動

⑴ 実施内容

末広３地区の住民組織が連携し，国道４０号と道道環状１号線との交差点付近

において，交通安全旗の旗波を形成する街頭啓発活動を実施する。

（地域住民１５０人規模で，２ｍ近くの間隔を開けての実施を予定）

⑵ 実施時期

・秋の交通安全運動期間中、またはこれに近い日 １回

５ 事 業 期 間 令和７年４月１日から 令和８年３月３１日まで



様式第１号－３（第６条関係）

１　収入の部 （単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

　収　支　予　算　書（令和7年度）

事業の名称 末広地域交通安全対策事業

団体名 末広地域交通安全対策実行委員会

科　目 予算額 収入内訳

補助金 90,000 ・旭川市地域まちづくり推進事業補助金

合　計 90,000

科　目 予算額
左のうち

補助対象経費
支出内訳

消耗印刷費 64,500 64,500
・啓発用のぼり旗（50枚） 　　  40,000円
・掲示用ポール（50本）　　　　 20,000円　　　　　　　
・事務用品，広報用用紙代等　　  4,500円

食糧費 15,000 15,000 ・街頭啓発用お茶代　　 15,000円

使用料 3,000 3,000 ・会議用会場使用料　　　　　　　3,000円

手数料 2,500 2,500 ・街頭啓発用道路使用許可手数料　2,500円

保険料 5,000 5,000 ・街頭啓発用保険料(傷害・賠償)  5,000円

合　計 90,000 90,000

13
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末広まちづくり実行委員会

・規約 （省略）

・名簿 （省略）

・末広地域活動団体ＰＲ事業

（事業実施計画書，収支予算書）
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様式第１号－２（第６条関係）

地域まちづくり推進事業実施計画書（令和7年度）

１ 事業実施者 団 体 名 末広まちづくり実行委員会

２ 事業の名称 末広地域活動団体ＰＲ事業

３ 事業の目的

※地域課題など

末広地域で活動する各種団体並びに末広まちづくり推進協議会，末広まちづくり

実行委員会の取組等を紹介するチラシを作成し，広く地域住民に紹介することによ

り，それぞれの取組への理解促進を図る。

４ 事 業 内 容

１ チラシの概要

末広地域で活動する様々な団体の活動状況などを，順次紹介する。

・仕 様：Ａ４サイズ１枚（両面・カラー）

・作成頻度：３か月に１回程度とし，１回につき３団体～４団体程度の紹介を

行う。

・作成枚数：約４，０００枚（配付先等は次のとおり）

２ 主な配付先・配置先

・末広地域（末広中央・末広・末広東地区市民委員会）各町内会（各班）

・各主要施設（末広地区センター，あつまーる，末広公民館）等

・各小中学校の児童生徒

・掲載協力団体 ほか

５ 事 業 期 間 令和７年４月１日から 令和８年３月３１日まで



様式第１号－３（第６条関係）

１　収入の部 （単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

　収　支　予　算　書（令和7年度）

事業の名称 末広地域活動団体ＰＲ事業

団体名 末広まちづくり実行委員会

科　目 予算額 収入内訳

補助金 50,000 ・旭川市地域まちづくり推進事業補助金

合　計 50,000

科　目 予算額
左のうち

補助対象経費
支出内訳

消耗印刷費 47,000 47,000
・ＰＲチラシ印刷代(4回発行) 　42,000円
・封筒等事務用品代　　　　　　 5,000円

使用料 3,000 3,000 ・会議用会場使用料　　　 　　　3,000円

合　計 50,000 50,000

16
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末広ふれあいスポーツクラブ

・規約

・名簿

・末広ふれあいスポーツクラブ子どもの居場所づくり事業

（事業実施計画書，収支予算書）
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末広ふれあいスポーツクラブ規約

第 1章 総 則

第１条（名称）
本クラブは、末広ふれあいスポーツクラブ（以下、「本クラブ」という。）と称する。

第２条（事務所）
本クラブは、主たる事務所を末広地域活動センター事務室とする。

第３条（目的）
本クラブは、末広地域の子供から高齢者までが気軽に楽しく活動できるスポーツ、健康づ

くりの場を通じて地域住民の健康増進とコミュニティー活動の促進を図ることを目的とす
る。

第４条（事業）
本クラブは、前条の目的を達成する為に、次に掲げる事業を行う。
(1) 年間計画に基づくスポーツ･文化事業の開催
(2) 地域住民のスポーツ活動や地域づくりに資するボランティア活動の実施
(3) その他、本クラブの目的達成のために必要な事業

第２章 役 員

第５条(種類及び定数）
本クラブは、次の役員を置く。
(1) 会長
(2) 副会長 若干名
(3) 会計監査 2名
(4) 総務 若干名
(5) 会計 1名
(6) 運営スタッフ 数名

第６条（役員の選任）
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会長は役員が推挙し、総会において決定する。
２ 副会長、会計監査、総務担当、会計担当は互選とする。
３ 運営スタッフは、役員の推薦により選任する。

第７条（相談役）
本クラブに相談役を置くことが出来る。相談役は会長が委嘱し、必要に応じ会長の諮問に

応じる。

第８条（役員の職務）
会長は、本クラブを代表して会務を総括する。

２ 副会長は、会長を補佐し会長に事故ある時はその職務を代行する。
３ 会計監査は、本クラブの会計事務を監査すると共に会計監査報告を実施する。
４ 総務は、本クラブの事務を担当すると共に事業計画の作成･事業報告の実施及び会議議
事録の作成等並びに本クラブ管理物品の管理を実施する。

５ 会計は、本クラブの会計業務を担当すると共に会計報告を実施する。
６ 運営スタッフは、各事業の実施に際し専門的識能を以って事業を支援・運営する。

第９条（役員の任期）
役員の任期は２年とし、再任を妨げない。

２ 任期途中の交代は、残任期の期間を任期とする。

第３章 会 議

第１０条（会議）
会議は総会及び連絡調整会議とする。

第１１条（総会）
総会は、毎年１回開催する。但し，必要に応じて臨時総会を開くことができる。

２ 総会は、次の事項を議決する。
(1) 規約の制定・改廃に関すること。
(2) 事業計画・予算に関すること。
(3) 事業報告・決算に関すること。
(4) 会長の決定に関すること。
(5) 役員の選任に関すること。
(6) その他、必要と認めた事項
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第１２条（連絡調整会議）
必要に応じ随時開催し、懸案事項・議案を検討するとともに結論を臨時総会等に諮る。

２ 懸案事項・議題に応じ関係役員により検討する。

第１３条（会議の招集）
本クラブの会議は、会長が招集する。

第１４条（議事）
会議は、役員の過半数の出席を以って成立する。

２ 会議の議決は、出席者の過半数を以って決議とする。
３ 会議の議長は、副会長が当たる。

第４章 会 計

第１５条（経費）
本クラブの運営に関する経費は、寄附金、補助金、参加費及びその他の収入をもって充

てる。

第１６条（会計区分等）
会計を一般会計及び特別会計に区分する。

２ 一般会計は、当該年度の収入経費により運用し収支決算を行う。
３ 特別会計は、設立時積立金とし、用具の維持・補修、用具の新規購入及び事業の補てん
に運用し収支決算を行う。

第５章 雑 則

第１７条（補則）
本規約に定めの無い事項及び運営上必要な事項は総会の決議によって定める。

第１８条（登録指導者・ボランティア）
本クラブの運営に当たり、必要に応じ登録指導者・ボランティアを募集しその支援を受

ける。
２ 登録指導者・ボランティアは、計画事業に相応しい志機能を有する者を役員が推薦し総
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会において選任する。

第１９条（謝金）
本クラブの業務に従事し、また協力した場合に役員等に対し謝金を支給する。

２ 謝金額は内規において規定し、総会をもって決定するものとする。

第２０条（交通費）
行政対応等本クラブの公的各種業務に際し、交通費が発生する場合は業務参加役員に対

し交通費を支給する。
２ 交通費は内規において規定し、総会において決定するものとする。

附則
１ 本規約は、平成２７年２月８日から施行する。
２ 本規約は、平成２９年５月１３日より施行する。
３ 本規約は、令和２年８月９日より施行する。
４ 本規約は、令和３年４月２５日より施行する。
５ 本規約は、令和５年５月１３日より施行する。
６ 本規約は、令和６年４月２０日より施行する。
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令和７年度 末広ふれあいスポーツクラブ組織・役員

役 職 氏 名 備 考

相談役 渡邊 悳 末広地域活動センター運営委員長

会 長 村田 明光
末広東地区市民委員会副会長

東水穂町内会会長

副会長

飛鳥 清範 田浦流空手道旭川地区本部長

佐藤 伸
八親町内会顧問

末広地区社会福祉協議会副会長

総務

中斉 和宏
信友町内会副会長

スポーツクラブアシスタントマネージャー

宍戸 勇
末広東地区民生委員児童委員協議会

主任児童委員・信友町内会総務部長

総務・会計

柳澤 信子 旭川市スポーツ推進委員

松原 優子 太極拳指導者

監査

行方 威七 旭川柔道連盟理事長

小島 治士
末広東地区市民委員会副会長

親和町内会会長

運営スタッフ

早川 隆子
末広東地区民生委員児童委員協議会会長

八親町内会福祉部長

鏡 香代美
末広東地区民生委員児童委員協議会副会長

末広地区社会福祉協議会副会長

久木 満利子 八親町内会副会長兼女性部長

大友 牧子 あつま～る Kids！運営スタッフ

杉山 良子 あつま～る Kids！運営スタッフ

萩沢 宏 末広地域活動センター職員

永草 友子 末広地域活動センター館長
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令和７年度 末広ふれあいスポーツクラブ学習支援者

学習支援者

奥山 亮枝
教職員 OB

旭川市スポーツ推進委員

沼澤 順子
教職員 OB

旭川市スポーツ推進委員

三浦 雅明 教職員 OB

三浦 和子 教職員 OB
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様式第１号－２（第６条関係）

地域まちづくり推進事業実施計画書（令和7年度）

１ 事業実施者 団 体 名 末広ふれあいスポーツクラブ

２ 事業の名称 末広ふれあいスポーツクラブ子どもの居場所づくり事業

３ 事業の目的

※地域課題など

放課後の子どもが安全に過ごせる居場所を開設し，学習支援及びスポーツ文化活動

の機会を提供することにより，子どもの豊かな育ちや学びを促すとともに，地域住民

との世代を超えた交流や体力の向上，健康増進を図る。

４ 事 業 内 容

・実施頻度毎月２回（４月～３月）

・実施時間１５：００～１８：３０

・実施場所末広地域活動センター

・対 象 者 小学生

・内 容 学習支援（宿題・家庭学習・工作）

スポーツ ・ヘキサスロン，カーリンコン,フロアカーリング，

ボッチャ，スポーツ鬼ごっこ等のニュースポーツ

変りドッジボール等お楽しみ種目

・縄跳び・大縄跳び

・地域指導者による種目各種

体力測定 ・年間を通じ継続的に行う

５ 事 業 期 間 令和７年４月１日から 令和８年３月３１日まで



様式第１号－３（第６条関係）

１　収入の部 （単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

　収　支　予　算　書（令和７年度）

事業の名称 末広ふれあいスポーツクラブ子どもの居場所づくり事業

団体名 末広ふれあいスポーツクラブ

科　目 予算額 収入内訳

補助金 150,000 ・旭川市地域まちづくり推進事業補助金

参加費 20,000 ・参加費　1人当たり年間1,000円×20名

負担金 86,800 ・末広ふれあいスポーツクラブ自己負担金　　86,800円

合　計 256,800

科　目 予算額
左のうち

補助対象経費
支出内訳

謝　礼
（交通費相当）

115,000 115,000
・ボランティア・運営スタッフ
1人当たり1,000円×5名×23回分　115,000円

消耗印刷費 57,000 57,000
・チラシ印刷費　　　　　　　　 42,000円  
・事務用品代　　　　　　　　　 10,000円　
・通信　　　　　　　　　　　　　5,000円

使用料 61,800 61,800

末広地域活動センター使用料金
・会議･研修室　3時間
　(15～17時+18～19時)×23回分　12,360円　　
・多目的ホール全面
　2時間(16～18時)×23回分　 　 49,440円

保険料 23,000 23,000
・傷害保険，賠償保険料　　　　 16,000円
・ボランティア保険　　　　　　　7,000円

合　計 256,800 256,800
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末広見守りネットワーク実行委員会

・規約

・名簿

・末広見守りネットワーク担い手連携事業

（事業実施計画書，収支予算書）
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末広見守りネットワーク実行委員会規約

（名称）

第１条 本会は，「末広見守りネットワーク実行委員会」（以下「会」という。）と称す

る。

（目的）

第２条 会は，末広地域において見守り活動を実施する団体等の連携を高めるとともに，

高齢者が安心して暮らし続けられる地域づくりを推進することを目的とする。

（事業）

第３条 会は，前条の目的を達成するための事業を実施する。

（組織）

第４条 会の委員は，次に掲げる者で構成する。

⑴ 末広地域で高齢者の見守り活動を行う団体の長又は団体に属する者

⑵ 高齢者の見守り活動に関わる専門的知見を有する者

⑶ その他，会により特に参加を認められた者

（役員の選任）

第５条 会に次の役員を置く。

⑴ 会長 １名

⑵ 副会長 １名以上

⑶ 会計 １名以上

⑷ 監査 １名以上

⑸ 上記⑴から⑷の役員のほか，必要に応じて別途役員を置くことができる。

２ 役員の選出は，次のとおりとする。

⑴ 会長は，委員の互選により選出する。

⑵ 副会長及びその他の会長以外の役員は，会長の指名により選任する。

（役員の職務）

第６条 会長は，会を代表し，会務を総括する。

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。

３ 会計は，会の会計を担当する。

４ 監査は，会の会計を監査する。

５ 第５条第１項により設置された役員の職務は，会長が別途定める。
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（役員の任期）

第７条 役員の任期は，選任の日の属する年度の末日までとする。ただし，再任を妨げ

ない。

２ 補欠により就任した役員の任期は，前任者の残任期間とする。

（会議）

第８条 会議は，実行委員会及び役員会とする。

２ 会議は，会長が招集する。

３ 会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。ただし，やむを得ないときは，委

任状または会長が認める代理の者により出席に代えることができる。

４ 会議の進行は，会長または会長が指名する者が務める。

５ 議事の決定は，出席総数の過半数をもって成立する。

６ 実行委員会は，規約，事業計画，予算，事業報告，決算その他重要な事項を審議決

定する。

７ 実行委員会のほか，必要な事項を協議決定するため，随時，役員会を開くことがで

きる。

（経費）

第９条 会の運営に要する経費は，補助金，助成金，寄附金，その他の収入をもって充

てる。

（会計年度）

第 10 条 会の会計年度は，４月１日から翌年３月３１日又は当該年度の事業完了の日

までとする。

（事務所）

第 11 条 会の事務所は，会長宅に置く。

（補則）

第 12 条 この規約に定めるもののほか，会の運営に必要な事項は，会長が別に定める。

附 則

１ この規約は，令和３年３月１６日から施行する。

２ 会の初年度の会計年度は，第 10 条の規定にかかわらず，会の設立した日から当該

年度の事業完了の日までとする。



令和7年4月22日

（５０音順・敬称略）

No. 役　職 所　属　団　体　等

1 会長 柴田　恵美子 末広地区民生委員児童委員協議会

2 副会長 加藤　巌 末広中央地区社会福祉協議会

3 正部川　恵智子 末広地区社会福祉協議会

4 白河　ゆきえ 地域まるごと支援員

5 会計 田畑　姫都美 末広中央地区女性防火クラブ

6 早川　隆子 末広東地区民生委員児童委員協議会

7 細矢　貴志 地域まるごと支援員

8 監査 村田　明光 末広東地区市民委員会

9 　 渡瀬　千代美 末広・東鷹栖地域包括支援センター

※役員～会長，副会長，会計，監査

「末広見守りネットワーク実行委員会」　委員名簿

氏　名
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様式第１号－２（第６条関係）

令和７年度地域まちづくり推進事業実施計画書

１ 事業実施者 団 体 名 末広見守りネットワーク実行委員会

２ 事業の名称 末広見守りネットワーク担い手連携事業

３ 事業の目的

※地域課題など

末広地域で高齢者の見守り活動を実施している様々な団体の連携を高めるため，各

団体の担い手と専門職等による，学習・情報共有，意見交換の機会を提供する。

４ 事 業 内 容

１ 見守り研修及び意見交換会の実施

町内会や市民委員会，地区社会福祉協議会，地区民生委員児童委員協議会，消防

団，女性防火クラブ，老人クラブ，地域包括支援センター等，地域の見守り活動の

担い手を対象とした見守り研修等を実施する。

○ 見守り研修（座学及びグループワークなど）

・会場 末広地域の公共施設

・回数 １回程度

２ 開催結果の共有

開催結果をまとめ，地域の関係団体へ報告し，情報共有を図る。

５ 事 業 期 間 令和７年４月１日から 令和８年３月３１日まで



様式第１号－３（第６条関係）

１　収入の部 （単位：円）

２　支出の部 （単位：円）

　収　支　予　算　書（令和７年度）

事業の名称 末広見守りネットワーク担い手連携事業

団体名 末広見守りネットワーク実行委員会

科　目 予算額 収入内訳

補助金 30,000 ・旭川市地域まちづくり推進事業補助金

合　計 30,000

科　目 予算額
左のうち

補助対象経費
支出内訳

消耗印刷費 8,000 8,000 ・事務用品、通信作成 　　　　   8,000円

食糧費 10,000 10,000 ・研修会等お茶代　  　　 　　　10,000円

通信運搬費 5,000 5,000 ・案内・結果送付用　　　　　　　5,000円　

使用料 7,000 7,000
・会議用会場使用料 　 　　　　　2,000円
・研修，意見交換会会場使用料　  5,000円　

合　計 30,000 30,000
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